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(57)【要約】
【課題】オーバフロー庫等の金種混在収納庫における１
円硬貨の残留を防止する手段を提供する。
【解決手段】金種別収納庫５と、硬貨の金種を混在させ
て収納するオーバフロー庫８等の金種混在収納庫とを備
えた硬貨入出金機１において、各金種別収納庫５および
金種混在収納庫に収納されている硬貨の枚数を金種別に
計数する場合に、金種混在収納庫に収納されている硬貨
を、全て金種別に各金種別収納庫５に収納した後に、１
円硬貨を金種別収納庫５ａから金種混在収納庫に搬送し
て収納し、再度金種別収納庫５ａに収納して、１円硬貨
の枚数を計数し、１円硬貨の計数後に、他の金種の硬貨
を、順次に、当該金種別収納庫５から金種混在収納庫に
搬送して収納し、再度当該金種別収納庫５に収納して当
該金種の硬貨の枚数を計数する。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬貨を金種別に収納する金種別収納庫と、硬貨の金種を混在させて収納する金種混在収
納庫とを備えた硬貨入出金機において、
　前記各金種別収納庫および前記金種混在収納庫に収納されている硬貨の枚数を金種別に
計数する場合に、
　前記金種混在収納庫に収納されている硬貨を、全て金種別に各金種別収納庫に収納する
手段と、
　前記各金種別収納庫に収納した後に、易残留硬貨を当該金種別収納庫から前記金種混在
収納庫に搬送して収納し、再度当該金種別収納庫に収納して、前記易残留硬貨の枚数を計
数する手段と、
　前記易残留硬貨の計数後に、他の金種の硬貨を、順次に、当該金種別収納庫から前記金
種混在収納庫に搬送して収納し、再度当該金種別収納庫に収納して、当該金種の硬貨の枚
数を計数する手段と、を備えることを特徴とする硬貨入出金機。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記他の硬貨の最後に、難残留硬貨の枚数を計数することを特徴とする硬貨入出金機。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
　全ての硬貨の枚数を金種別に計数した後に、収納枚数の当初総枚数から、計数された硬
貨の枚数を減じた残枚数によって、硬貨の残留の有無を判定する手段を備えることを特徴
とする硬貨入出金機。
【請求項４】
　硬貨の金種を混在させて収納する金種混在収納庫と、硬貨の金種を鑑別する鑑別部とを
備えた硬貨入出金機において、
　前記金種混在収納庫に収納されている硬貨を、収納先に収納する場合に、
　前記鑑別部で、易残留硬貨と鑑別された硬貨を、その収納先に収納する手段と、
　前記鑑別部で、他の金種の硬貨と鑑別された硬貨を、前記金種混在収納庫へ戻す手段と
、
　前記易残留硬貨を全て当該収納先へ収納した後に、他の金種の硬貨をそれぞれの収納先
に収納する手段と、を備えることを特徴とする硬貨入出金機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、現金自動預払機等の自動取引装置に装着され、硬貨の入出金を行う硬貨入出
金機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の現金自動預払機に装着された硬貨入出金機は、入出金口等から搬送された硬貨を
１枚毎に分離して繰出す分離部と、硬貨の真偽、正損、金種等を鑑別する鑑別部と、硬貨
を金種別に収納する金種別収納庫と、硬貨の補充、回収を行う補充回収カセットと、入金
時に取込まれた硬貨を一時保留する一時保留部と、過剰硬貨や出金リジェクト硬貨を収納
するオーバフロー庫とを備え、入金時には、入出金口に投入された硬貨を分離部で１枚毎
に分離して鑑別部へ搬送し、鑑別部で金種等を鑑別して一時保留部へ搬送して一時保留し
、入金金額が確定された後に、鑑別部で鑑別された金種を基に各金種別収納庫に金種別に
収納し、金種別収納庫に収納しきれない過剰硬貨および、出金時に鑑別部で出金リジェク
ト硬貨と鑑別された硬貨はオーバフロー庫へ搬送して収納し、補充時には、補充回収カセ
ットに補充する硬貨を収納して硬貨入出金機に装着し、補充回収カセットから繰出された
硬貨を鑑別部で鑑別して金種別に各金種別収納庫に収納し、回収時には各金種別収納庫お
よびオーバフロー庫に収納されている硬貨を補充回収カセットに搬送して収納している（
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例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００２－２１６２０７号公報（段落０００６－００１４、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　一般に、現金自動預払機等の自動取引装置においては、終業時等に、自動取引装置内の
現金の在高を精査するために、自動取引装置に収納されている現金を金種毎に計数するこ
とが行われており、硬貨入出金機においては、各金種別収納庫およびオーバフロー庫の硬
貨を金種別に計数し、計数後に金種別収納庫に金種別に再収納することが行われている。
　しかしながら、上述した従来の硬貨入出金機においては、金種混在収納庫であるオーバ
フロー庫へは全ての金種が金種に関わらず収納され、金種が混在した状態で収納されてい
るため、１円硬貨のように軽い硬貨は、オーバフロー庫の内部に張付き易く、オーバフロ
ー庫からの繰出時に１円硬貨が内部に残留してしまう場合があり、精査時における硬貨の
計数時に、オーバフロー庫に１円硬貨が残留すると、硬貨入出金機に記録されている硬貨
の収納枚数と、計数された硬貨の枚数との不一致が生ずるという問題がある。
【０００４】
　この場合に、オーバフロー庫は、全ての金種の硬貨を繰出す構成が必要であるため、１
円専用の金種別収納庫に較べて、１円硬貨が残留してしまう可能性が高く、特に問題とな
る。
　また、補充処理における補充回収カセットに収納された硬貨の補充時や、硬貨の回収処
理におけるオーバフロー庫に収納された硬貨の回収時にも、オーバフロー庫や補充回収カ
セットは、それぞれ金種を混在させて硬貨を収納する金種混在収納庫であるので、１円硬
貨がそれらの金種混在収納庫の内部に残留してしまう場合があり、金種混在収納庫に１円
硬貨が残留すると、補充時においては、補充すべき硬貨の枚数と、各金種別収納庫５に実
際に補充された硬貨の補充枚数との不一致が生じ、回収時においては、硬貨入出金機１に
記録されている硬貨の収納枚数と回収された硬貨の枚数との不一致が生ずるという問題が
ある。
【０００５】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたもので、オーバフロー庫等の金種混
在収納庫における１円硬貨等の易残留硬貨の残留を防止する手段を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するために、硬貨を金種別に収納する金種別収納庫と、硬貨
の金種を混在させて収納する金種混在収納庫とを備えた硬貨入出金機において、前記各金
種別収納庫および前記金種混在収納庫に収納されている硬貨の枚数を金種別に計数する場
合に、前記金種混在収納庫に収納されている硬貨を、全て金種別に各金種別収納庫に収納
する手段と、前記各金種別収納庫に収納した後に、易残留硬貨を当該金種別収納庫から前
記金種混在収納庫に搬送して収納し、再度当該金種別収納庫に収納して、前記易残留硬貨
の枚数を計数する手段と、前記易残留硬貨の計数後に、他の金種の硬貨を、順次に、当該
金種別収納庫から前記金種混在収納庫に搬送して収納し、再度当該金種別収納庫に収納し
て、当該金種の硬貨の枚数を計数する手段と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　また、硬貨の金種を混在させて収納する金種混在収納庫と、硬貨の金種を鑑別する鑑別
部とを備えた硬貨入出金機において、前記金種混在収納庫に収納されている硬貨を、収納
先に収納する場合に、前記鑑別部で、易残留硬貨と鑑別された硬貨を、その収納先に収納
する手段と、前記鑑別部で、他の金種の硬貨と鑑別された硬貨を、前記金種混在収納庫へ
戻す手段と、前記易残留硬貨を全て当該収納先へ収納した後に、他の金種の硬貨をそれぞ
れの収納先に収納する手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
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【０００８】
　これにより、本発明は、易残留硬貨の計数時に、金種混在収納庫に易残留硬貨が残留す
ることがあったとしても、その後の他の金種の硬貨の計数時に、金種混在収納庫に収納さ
れる他の金種の硬貨により易残留硬貨を叩き落して、金種混在収納庫への易残留硬貨の残
留を防止することができるという効果が得られる。
　また、金種混在収納庫の硬貨の繰出時に、金種混在収納庫に易残留硬貨が残留すること
があったとしても、他の金種の硬貨の金種混在収納庫への戻し時に、金種混在収納庫に収
納される他の金種の硬貨により易残留硬貨を叩き落して、金種混在収納庫への易残留硬貨
の残留を防止することができるという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下に、図面を参照して本発明による硬貨入出金機の実施例について説明する。
【実施例１】
【００１０】
　図１は実施例１の硬貨入出金機の概略構成の側面を示す説明図、図２は実施例１の硬貨
入出金機を示すブロック図、図３は実施例１の計数処理における残留防止処理を示すフロ
ーチャートである。
　図１、図２において、１は硬貨入出金機であり、入金取引時等に顧客が投入した硬貨を
受入れ、これを鑑別および計数して収納し、出金取引時等に顧客に支払う硬貨を繰出し、
これを計数して顧客に払出す機能を有している。
【００１１】
　以下に説明する硬貨入出金機１は、銀行や日本郵政株式会社等の金融機関の支店や郵便
局、コンビニエンスストア等の店舗に設置され、顧客との間での取引を自動で行う自動取
引装置としての現金自動預払機に装着されているとして説明する。
　２は硬貨の入出金口であり、入出金口２を開閉するための図示しないシャッタが設けら
れており、顧客が投入した硬貨を一括して受付ける機能等を有している。
【００１２】
　３は硬貨の分離部であり、入金時に入出金口２へ投入され搬送された硬貨、および出金
時に搬送された硬貨等を受入れ、これを１枚毎に分離して繰出す機能を有している。
　４は鑑別部であり、分離部３により１枚ずつに分離されて搬送された硬貨の材質や形状
等により、硬貨の真偽、正損、金種等や、重送、連鎖等の搬送異常等の硬貨に関する各種
の鑑別を行う機能を有している。
【００１３】
　５は金種別収納庫であり、硬貨を金種別に収納する収納庫であって、入金処理時に確定
された硬貨や補充された硬貨を金種別に収納するために複数設けられており、それぞれ収
納されている硬貨を１枚毎に繰出す繰出機構を有している。
　本実施例では、１円硬貨を収納する金種別収納庫５ａ、５円硬貨を収納する金種別収納
庫５ｂ、１０円硬貨を収納する金種別収納庫５ｃ、５０円硬貨を収納する金種別収納庫５
ｄ、１００円硬貨を収納する金種別収納庫５ｅ、５００円硬貨を収納する金種別収納庫５
ｆの６つの金種別収納庫５が設けられている。
【００１４】
　６は一時保留部であり、入金時に入出金口２に投入され、鑑別部４で真性硬貨と鑑別さ
れた硬貨を収納して一時保留する収納庫である。
　７は返却口であり、入金処理おける返却時に、一時保留部６に一時保留された硬貨を排
出して顧客に返却すると共に、入金時に鑑別部４で入金リジェクト硬貨と鑑別された硬貨
を排出して顧客に返却する。
【００１５】
　８は金種混在収納庫としてのオーバフロー庫であり、入金処理時に金種別収納庫５に収
納しきれなくなった過剰硬貨や、出金時に重送等により鑑別部４で出金リジェクト硬貨と
鑑別された硬貨を収納する収納庫であって、硬貨の繰出機構を有している。
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　９は補充回収カセットであり、硬貨入出金機１に着脱可能に装着され、収納されている
硬貨を金種別収納庫５へ補充し、金種別収納庫５に収納されている硬貨を回収するときに
硬貨の運搬に用いられる収納庫であって、硬貨を繰出す繰出機構を有している。
【００１６】
　１１は搬送路であり、搬送ベルトやリフタ、シュータ等により形成されており、上記の
各部の間を接続して硬貨を搬送する機能を有している。
　１２は振分ゲートであり、硬貨の搬送方向を切替えるブレード等の振分機構を備えて、
搬送路１１の各分岐部に設けられている。
　上記の搬送路１１は、搬送路１１ａ～１１ｇで構成され、搬送路１１ａは、入出金口２
から分離部３に至るように、搬送路１１ｂは、分離部３から鑑別部４に至るように、搬送
路１１ｃは、鑑別部４から振分ゲート１２ａ、一時保留部６へ分岐する搬送路との分岐部
に設けられた振分ゲート１２ｂ、各金種別収納庫５へ分岐する搬送路との分岐部に設けら
れた６つの振分ゲート１２ｃ、オーバフロー庫８へ分岐する搬送路との分岐部に設けられ
た振分ゲート１２ｄ、補充回収カセット９へ分岐する搬送路との分岐部に設けられた振分
ゲート１２ｅを経て入出金口２に至るように、搬送路１１ｄは、一時保留部６の繰出口か
ら搬送路１１ａを経由して分離部３に至るように、搬送路１１ｅは、搬送路１１ｄとの分
岐部に設けられた振分ゲート１２ｆから返却口７に至るように、搬送路１１ｆは、入金リ
ジェクト硬貨を返却口７に導くために、搬送路１１ｃの鑑別部４と振分ゲート１２ｂとの
間に設けられた振分ゲート１２ａから搬送路１１ｅに至るように、搬送路１１ｇは各金種
別収納庫５の繰出口、オーバフロー庫８の繰出口、補充回収カセット９の繰出口からそれ
ぞれ分離部３に至るように、設けられている。
【００１７】
　なお、搬送路１１ａ、１１ｅにおいて、破線で示した部分は、他の搬送路１１と立体交
差となっており、互いに接続していないことを示す。
　また、各振分ゲート１２は、常時は、搬送路１１ｃまたは１１ｄで形成される搬送経路
に沿って、硬貨を搬送する方向にセットされており、搬送方向の切替時に動作して、硬貨
の搬送方向を切替え、その後に元の位置に復帰するよう構成されている。
【００１８】
　図２において、１５は硬貨入出金機１の制御部であり、上位装置である現金自動預払機
の図示しない主制御部からの指令により、硬貨入出金機１の各部を制御して、入金処理、
出金処理、補充処理、回収処理、計数処理等の各種の硬貨処理を実行する機能を有してい
る。
　１６は、硬貨入出金機１の記憶部であり、制御部１５が実行するプログラムやそれに用
いる各種のデータおよび制御部１５による処理結果等が格納される。
【００１９】
　上記の現金自動預払機の図示しない主記憶部には、顧客が選択した取引の入力を受付け
、これを基に図示しないホストコンピュータと交信して顧客との取引を自動で行う機能等
を有する通常の業務処理実行プログラムが予め格納されており、主制御部が実行する業務
処理実行プログラムのステップにより本実施例の現金自動預払機のハードウェアとしての
各機能手段が形成される。
【００２０】
　上記の現金自動預払機１の記憶部１６には、顧客が選択した取引の入力を受付け、これ
を基にホストコンピュータ２と交信して顧客との取引処理を自動で行う機能等を有する通
常の取引処理プログラムに、図４を用いて説明する本人確認処理（詳細は後述する。）を
行う機能を有するアプリケーションプログラム等が追加された業務処理実行プログラムが
予め格納されており、制御部１５が実行する業務処理実行プログラムのステップにより本
実施例の現金自動預払機１のハードウェアとしての各機能手段が形成される。
【００２１】
　上記の硬貨入出金機１の記憶部１６には、上位装置である現金自動預払機の主制御部か
らの指令により、硬貨の鑑別、搬送、各金種別収納庫５等への収納、繰出等により、投入
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された硬貨を鑑別して各金種別収納庫５に収納する入金処理、硬貨を顧客に払出す出金処
理、補充回収カセット９からの硬貨を鑑別して各金種別収納庫５へ補充する補充処理、硬
貨入出金機１内の硬貨を全て補充回収カセット９に回収する回収処理、精査時における硬
貨の金種別の枚数を計数する計数処理等の硬貨処理を実行する通常の硬貨処理プログラム
に、精査時における計数処理のときに、図３を用いて説明する硬貨の残留防止処理を実行
する機能を有するアプリケーションプログラム等が追加された硬貨取扱プログラムが予め
格納されており、制御部１５が実行する硬貨取扱プログラムのステップにより本実施例の
硬貨入出金機１のハードウェアとしての各機能手段が形成される。
【００２２】
　また、記憶部１６には、各金種別収納庫５に収納されている硬貨の収納枚数を金種別に
計数する収納枚数カウントエリアが金種別収納庫５毎に確保されると共に、オーバフロー
庫８に収納されている硬貨の収納枚数を金種別に計数する過剰硬貨枚数カウントエリア、
計数処理の開始時に収納されている硬貨の総和である当初総枚数から、計数処理において
計数された硬貨の枚数を減じて算出される残枚数を記録する残枚数記録エリアが確保され
ている。
【００２３】
　更に、記憶部１６には、硬貨を取扱う処理における処理の順序を、先に処理する金種か
ら順に、第１金種から第６金種まで設定した処理順テーブルが予め格納されている。
　本実施例では、最初に計数する第１金種は、最軽量のためにオーバフロー庫８等の内部
に張付いて残留する可能性が最も高い１円硬貨（易残留硬貨という。）の金種である「１
円」に設定され、第２金種は５円硬貨の金種である「５円」に、第３金種は１０円硬貨の
金種である「１０円」に、第４金種は５０円硬貨の金種である「５０円」に、第５金種は
１００円硬貨の金種である「１００円」に設定され、最後に計数する第６金種は、最重量
のために最も残留する可能性が低い５００円硬貨（難残留硬貨という。）の金種である「
５００円」に設定されている。
【００２４】
　以下に、本実施例の硬貨入出金機１における入金処理、出金処理について説明する。
　金融機関の店舗の係員が、現金自動預払機へ電源を投入すると、現金自動預払機の図示
しない主記憶部に格納されている業務処理実行プログラム、および硬貨入出金機１の記憶
部１６に格納されている硬貨取扱プログラムが自動的に起動される。
　業務処理実行プログラムが起動されると、現金自動預払機の図示しない主制御部は、出
金取引、入金取引等の取引を選択するための取引選択ボタンを表示した取引選択画面を表
示して待機し、顧客が取引選択ボタンにより、所望の取引を選択したときに、選択された
取引の取引処理を実行する。
【００２５】
　以下、入金取引について説明する。
　顧客が入金取引の取引選択ボタンを押下すると、現金自動預払機の主制御部は硬貨入出
金機１の制御部１５へ、硬貨の取込指令を送信する。
　硬貨の取込指令を受信した制御部１５は、硬貨取扱プログラムにより、硬貨の取込処理
を開始し、入出金口２のシャッタを解放して硬貨の投入を受付け、硬貨が投入されるとシ
ャッタを閉鎖して、入出金口２に投入された硬貨を搬送路１１ａにより分離部３へ搬送し
て集積し、分離部３により硬貨を１枚毎に繰出して搬送路１１ｂにより鑑別部４へ搬送し
、鑑別部４で硬貨の鑑別を行う。
【００２６】
　制御部１５は、鑑別部４での鑑別結果が、真性硬貨（金種を鑑別することが可能な硬貨
をいう。）である場合は、その金種別の取込枚数を記憶部１６でカウントしながら、硬貨
を搬送路１１ｃ、振分ゲート１２ｂにより一時保留部６へ搬送して収納する。
　鑑別結果が、真性硬貨でない場合、つまり偽硬貨や外国硬貨、変形や傷等により金種を
鑑別できない硬貨等の入金リジェクト硬貨の場合は、搬送路１１ｃ、振分ゲート１２ａ、
搬送路１１ｆ、１１ｅにより返却口７へ搬送して、顧客に返却する。
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【００２７】
　また、制御部１５は、図示しない通過検出センサにより分離部３から搬送路１１ｂへ繰
出された硬貨の搬送間隔を監視しており、搬送間隔が所定の判定間隔以内の場合は、上記
の硬貨の鑑別を継続し、搬送間隔が所定の判定間隔を超えた場合は、取込処理を終了させ
、記憶部１６から金種別の取込枚数を読出し、各金種の金額にそれぞれの枚数を乗じ、こ
れらを合計した取込金額を添付した取込終了通知を、現金自動預払機の主制御部へ送信す
る。
【００２８】
　取込終了通知を受信した主制御部は、その取込金額を表示し、顧客はこれを確認して確
定操作を行い、これを認識した主制御部は、制御部１５へ硬貨の収納指令を送信する。
　なお、顧客が投入した硬貨の返却を要求したときは、主制御部は、制御部１５へ硬貨の
返却指令を送信し、これを受信した制御部１５は、一時保留部６に収納されている硬貨を
、搬送路１１ｄ、振分ゲート１２ｆ、搬送路１１ｅにより返却口７へ搬送して顧客に返却
し、入金処理を終了させる。
【００２９】
　硬貨の収納指令を受信した制御部１５は、収納処理を開始し、一時保留部６に収納され
ている硬貨を、搬送路１１ｄ、１１ａにより分離部３へ搬送して集積し、分離部３により
硬貨を１枚毎に繰出して搬送路１１ｂにより鑑別部４へ搬送し、鑑別部４での硬貨の金種
の鑑別結果に基づいて、鑑別された硬貨を搬送路１１ｃ、振分ゲート１２ｃにより該当す
る金種別収納庫５へ搬送して収納する。
【００３０】
　このとき、制御部１５は、記憶部１６の収納枚数カウントエリアの当該金種の金種別収
納庫５のカウント数に「１」を加えて各金種別収納庫５の金種別の収納枚数を計数する。
　この場合に、収納すべき金種別収納庫５がフル状態の場合は、その過剰硬貨を、搬送路
１１ｃ、振分ゲート１２ｄによりオーバフロー庫８へ搬送して収納し、記憶部１６の過剰
硬貨枚数カウントエリアの当該金種のカウント数に「１」を加えて、オーバフロー庫８の
金種別の収納枚数を計数する。
【００３１】
　そして、全ての入金硬貨の収納を終えた制御部１５は、収納処理を終了させ、その旨の
収納終了通知を、現金自動預払機の主制御部へ送信する。
　収納終了通知を受信した主制御部は、入金取引を終了させ、取引選択画面を表示して待
機する。
　このようにして、本実施例の硬貨入出金機１における硬貨の入金処理が実行される。
【００３２】
　以下に出金取引について説明する。
　顧客が出金取引の取引選択ボタンを押下すると、現金自動預払機の主制御部は、顧客に
取引カードの挿入や暗証番号の入力を行わせ、顧客が出金金額を入力して、その確定操作
を行ったときに、硬貨入出金機１の制御部１５へ、出金金額を添付した硬貨の出金指令を
送信する。
【００３３】
　これを受信した制御部１５は、硬貨取扱プログラムにより、添付された出金金額を基に
、出金すべき出金硬貨の金種別の繰出枚数を演算し、出金硬貨の金種に該当する金種別収
納庫５から繰出枚数の硬貨を繰出し、搬送路１１ｇにより分離部３へ搬送して集積する。
　このとき、制御部１５は、金種別収納庫５から出金硬貨を繰出す度に、記憶部１６の収
納枚数カウントエリアの当該金種のカウント数から「１」を減じて各金種別収納庫５の収
納枚数を計数する。
【００３４】
　金種別収納庫５からの硬貨が分離部３に集積されると、制御部１５は、上記取込処理と
同様にして、鑑別部４で出金硬貨の金種を鑑別し、その金種別の出金枚数を記憶部１６で
カウントしながら搬送路１１ｃにより、入出金口２へ搬送して集積する。
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　このとき、重送等の搬送異常により出金リジェクト硬貨と鑑別された硬貨は、搬送路１
１ｃ、振分ゲート１２ｄによりオーバフロー庫８へ搬送して収納する。
【００３５】
　この場合に、出金リジェクト硬貨の発生により、入出金口２に集積した出金硬貨が不足
する場合は、演算した金種別の繰出枚数と、記憶部１６でカウントした出金硬貨の金種別
の枚数とを金種別に比較して、金種別の不足枚数を算出し、この不足枚数を前記と同様に
して当該金種の金種別収納庫５から繰出し、入出金口２へ搬送して集積する。
　このとき、不足枚数を構成する金種別の枚数を、記憶部１６の過剰硬貨枚数カウントエ
リアの該当する金種のカウント数に加えて、オーバフロー庫８の金種別の収納枚数を更新
する。
【００３６】
　そして、制御部１５は、入出金口２に集積した硬貨が、演算した金種別の繰出枚数にな
ったときに、入出金口２のシャッタを解放して出金硬貨を顧客に払出し、顧客の受取りを
確認してシャッタを閉鎖し、出金処理を終了させてその旨の出金終了通知を、現金自動預
払機の主制御部へ送信する。
　出金終了通知を受信した主制御部は、出金取引を終了させ、取引選択画面を表示して待
機する。
【００３７】
　このようにして、本実施例の硬貨入出金機１における硬貨の出金処理が実行される。
　以下に、図３に示すフローチャートを用い、Ｓで示すステップに従って本実施例の硬貨
の計数処理における残留防止処理について説明する。
　金融機関の店舗の係員は、精査時等に、硬貨入出金機１に収納されている硬貨の金種別
の収納枚数の計数が必要になった場合に、空の補充回収カセット９を硬貨入出金機１に装
着し、または装着されている補充回収カセット９が空であることを確認して、現金自動預
払機の図示しない係員操作部によって、計数処理を指示する計数ボタンを押下する。
【００３８】
　これを認識した現金自動預払機の主制御部は、硬貨入出金機１の制御部１５へ、硬貨の
計数指令を送信する。
　Ｓ１、硬貨の回収指令を受信した制御部１５は、硬貨取扱プログラムにより、硬貨の計
数処理を開始し、記憶部１６の収納枚数カウントエリアおよび過剰硬貨枚数カウントエリ
アから、各金種別収納庫５およびオーバフロー庫８のそれぞれの金種別の収納枚数を読出
し、これらを合計して、処理の開始時に硬貨入出金機１の記憶部１６に保存されている収
納枚数の当初総枚数を算出し、これを記憶部１６に保存すると共に残枚数記録エリアの記
録数の初期値を当初総枚数にしてステップＳ２へ移行する。
【００３９】
　Ｓ２、当初総枚数を保存した制御部１５は、オーバフロー庫８に収納されている硬貨を
繰出し、搬送路１１ｇにより分離部３へ搬送し、分離部３により硬貨を１枚毎に繰出して
搬送路１１ｂにより鑑別部４へ搬送し、鑑別部４での硬貨の金種の鑑別結果に基づいて、
記憶部１６の収納枚数カウントエリアの当該金種の金種別収納庫５のカウント数に「１」
を加えて各金種別収納庫５の金種別の収納枚数を計数しながら、鑑別された硬貨を搬送路
１１ｃ、振分ゲート１２ｃにより該当する金種別収納庫５へ搬送して収納する。
【００４０】
　Ｓ３、制御部１５は、図示しない通過検出センサによりオーバフロー庫８から搬送路１
１ｇへ繰出された硬貨の搬送間隔を監視しており、搬送間隔が所定の判定間隔以内の場合
は、ステップＳ２へ戻り、前記の繰出、鑑別、収納を継続する。
　搬送間隔が所定の判定間隔を超えた場合は、オーバフロー庫８が空になったことにより
オーバフロー庫８の全ての硬貨の金種別収納庫５への収納の終了を判定して、ステップＳ
４へ移行する。
【００４１】
　Ｓ４、オーバフロー庫８の全ての硬貨の金種別収納庫５への収納を終えた制御部１５は
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、最初に計数対象とする金種を設定するために、第Ｎ金種のＮを「１」に設定し、記憶部
１６の処理順テーブルから第１金種の硬貨の金種「１円」を読出し、最初に計数対象とす
る硬貨を第１金種の硬貨である１円硬貨、つまり易残留硬貨に設定する。
　Ｓ５、計数対象の金種を設定した制御部１５は、その金種、本ステップでは「１円」を
収納する金種別収納庫５ａから収納されている１円硬貨を繰出す度に、記憶部１６の収納
枚数カウントエリアの金種別収納庫５ａのカウント数から「１」を減じて金種別収納庫５
ａの収納枚数を計数しながら、繰出した１円硬貨を、搬送路１１ｇにより分離部３へ搬送
し、分離部３により硬貨を１枚毎に繰出して搬送路１１ｂ、１１ｃにより振分ゲート１２
ａ、１２ｂ、１２ｃを通過させた後に、振分ゲート１２ｄによって空になっているオーバ
フロー庫８へ搬送して収納し、図示しない通過検出センサにより分離部３から搬送路１１
ｂへ繰出された硬貨の搬送間隔が所定の判定間隔を超えたときに、繰出された全ての１円
硬貨をオーバフロー庫８へ収納したと判定して、ステップＳ６へ移行する。
【００４２】
　Ｓ６、全ての１円硬貨をオーバフロー庫８へ収納したと判定した制御部１５は、オーバ
フロー庫８に収納されている１円硬貨を繰出し、上記ステップＳ２と同様にして、鑑別部
４での硬貨の金種の鑑別結果を基に、収納枚数カウントエリアの１円の金種別収納庫５ａ
のカウント数に「１」を加えて金種別収納庫５ａの収納枚数を計数しながら、鑑別された
硬貨を金種別収納庫５ａへ搬送して収納する。
【００４３】
　このとき、制御部１５は、硬貨を該当する金種別収納庫５へ収納する度に、記憶部１６
の残枚数記録エリアの残枚数の記録数から「１」を減じて、残枚数を算出する。
　Ｓ７、制御部１５は、上記ステップ３と同様にして、オーバフロー庫８から繰出された
硬貨の搬送間隔を監視しており、搬送間隔が所定の判定間隔以内の場合は、ステップＳ６
へ戻り、前記の繰出、鑑別、収納を継続する。
【００４４】
　搬送間隔が所定の判定間隔を超えた場合は、オーバフロー庫８が空になったことを判定
して、ステップＳ８へ移行する。
　Ｓ８、第１金種の硬貨の計数を終えた制御部１５は、次に計数する金種を設定するため
に、第Ｎ金種のＮを「１＋１＝２」に設定し、記憶部１６の処理順テーブルから第２金種
の硬貨の金種「５円」を読出し、次に計数対象とする硬貨を第２金種の硬貨である５円硬
貨に設定する。
【００４５】
　Ｓ９、計数対象の金種を設定した制御部１５は、第Ｎ金種の現在のＮの数が「６」を超
えているとき、つまり第６金種の硬貨（難残留硬貨である５００円硬貨）の計数を終えた
ときは、金種別の計数の終了を判定してステップＳ１０へ移行する。
　第Ｎ金種の現在のＮの数が「６」以下である場合は、ステップＳ５へ戻って、ステップ
Ｓ５～Ｓ９による次の第Ｎ金種の硬貨の計数を実行する。
【００４６】
　この場合に、ステップＳ６において、鑑別部４が現在計数中の第Ｎ金種以外の金種、つ
まり既に計数を終えたはずの金種と鑑別したときは、その金種に該当する金種別収納庫５
へ搬送して収納する。
　これは、易残留硬貨である１円硬貨が、その計数時にオーバフロー庫８に張付いて残留
していた場合に、その後の金種の硬貨がオーバフロー庫８に収納されるときに、１円硬貨
が収納される硬貨に叩き落されて、計数中の硬貨と共にオーバフロー庫８から繰出される
からである。
【００４７】
　Ｓ１０、全ての金種の枚数の計数を終えた制御部１５は、記憶部１６の残枚数記録エリ
アから計数の度に算出した残枚数を読出し、算出された残枚数が「０」以外のときは、計
数処理の異常終了を判定してステップＳ１１へ移行する。
　算出された残枚数が「０」、つまり当初総枚数と計数された枚数の総和である計数総枚
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数とが一致したときは、計数処理の正常終了を判定して計数処理を終了させ、正常終了の
旨の計数終了通知を、現金自動預払機の主制御部へ送信する。
【００４８】
　正常終了の旨の計数終了通知を受信した主制御部は、係員操作部の画面にその旨を表示
して、計数処理を終了する。
　Ｓ１１、計数処理の異常終了を判定した制御部１５は、異常終了の旨に残枚数（正負を
含む。）を添付した計数終了通知を、現金自動預払機の主制御部へ送信する。
　異常終了の旨の計数終了通知を受信した主制御部は、係員操作部の画面にその旨および
残枚数を表示すると共に、ブザー等により警報を発して、係員に異常を報知するエラー処
理を行い、その後に計数処理を終了する。
【００４９】
　これにより、係員は、残枚数が「負」の場合は、保存されていた当初総枚数に、カウン
トミス等が存在したことを認識することができ、プログラムの見直しや、収納確認および
繰出確認のためのセンサの異常等を異常終了の要因とし、残枚数が「正」の場合は、オー
バフロー庫８への硬貨の残留や、搬送路１１からの硬貨の落下等を異常終了の要因として
異常要因の究明における調査対象を絞り込むことができる。
【００５０】
　このようにして、本実施例の硬貨の計数処理における残留防止処理が実行される。
　上記のように、本実施例においては、計数処理時に、金種混在収納庫であるオーバフロ
ー庫８に収納されている全ての硬貨を、金種別に各金種別収納庫５に収納した後に、最初
に易残留硬貨である１円硬貨を当該金種別収納庫５ａからオーバフロー庫８に搬送して収
納し、再度１円の金種別収納庫５ａに収納してその枚数を計数し、その後に他の硬貨を金
種別に順次に計数するので、１円硬貨の計数時に、オーバフロー庫８に１円硬貨が残留す
ることがあったとしても、その後の他の金種の硬貨の計数時に、オーバフロー庫８に収納
される他の金種の硬貨により１円硬貨を叩き落して、オーバフロー庫８への１円硬貨の残
留を防止することができる。
【００５１】
　また、最後に、難残留硬貨である５００円硬貨を計数するので、それ以前の硬貨により
叩き落すことができなった１円硬貨も確実に叩き落すことができると共に、最後に計数す
る５００円硬貨の残留する可能性を極めて低くすることが可能になる。
　更に、１円硬貨から順に、全ての金種の硬貨の枚数を金種別に計数した後に、記憶部１
６に保存されていた収納枚数の当初総枚数から、計数処理時に計数された硬貨の計数総枚
数を減じた残枚数が「０」のときに、計測処理の正常終了を判定するので、１円硬貨の計
数時に、１円硬貨がオーバフロー庫８に残留していたとしても、他の金種の硬貨で叩き落
されて残留が解除されれば、異常終了と判定することなく正常終了と判定して計数処理を
正常に終了させることができ、計数処理における無用の混乱を防止することができると共
に、計数された硬貨の計数総枚数が不足の場合に、残枚数の正負によって、異常要因の究
明における調査対象を絞り込むことができる。
【００５２】
　以上説明したように、本実施例では、硬貨入出金機において、各金種別収納庫およびオ
ーバフロー庫に収納されている硬貨の枚数を金種別に計数する場合に、オーバフロー庫に
収納されている硬貨を、全て金種別に各金種別収納庫に収納した後に、最初に、易残留硬
貨である１円硬貨を当該金種別収納庫からオーバフロー庫に搬送して収納し、再度当該金
種別収納庫に収納して、易残留硬貨の枚数を計数し、その計数後に、他の金種の硬貨を、
順次に、当該金種別収納庫からオーバフロー庫に搬送して収納し、再度当該金種別収納庫
に収納して、当該金種の硬貨の枚数を計数するようにしたことによって、１円硬貨の計数
時に、オーバフロー庫に１円硬貨が残留することがあったとしても、その後の他の金種の
硬貨の計数時に、オーバフロー庫に収納される他の金種の硬貨により１円硬貨を叩き落し
て、オーバフロー庫への１円硬貨の残留を防止することができるという効果が得られる。
【００５３】
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　また、他の硬貨の最後に、難残留硬貨を計数するようにしたことによって、それ以前の
硬貨により叩き落すことができなった１円硬貨も確実に叩き落すことができる。
　更に、全ての金種の硬貨の枚数を金種別に計数した後に、当初総枚数から計数された硬
貨の計数総枚数を減じた残枚数によって、硬貨の残留の有無を判定するようにしたことに
よって、１円硬貨の計数時に、１円硬貨がオーバフロー庫に残留していたとしても、他の
金種の硬貨で叩き落されて残留が解除されれば、正常終了と判定して計数処理における無
用の混乱を防止することができる。
【００５４】
　なお、本実施例においては、残枚数を算出するための計数総枚数は、硬貨を該当する金
種別収納庫へ収納する度に残枚数記録エリアの残枚数から「１」を減じて行うとして説明
したが、上記ステップＳ６において　硬貨を該当する金種別収納庫へ収納する度に、記憶
部によって計数した硬貨の枚数を加算しながら計数総枚数を計数しておき、全ての金種の
硬貨の計数終了後に、ステップＳ１０において、当初総枚数から、記憶部で計数した硬貨
の計数総枚数を減じて残枚数を算出し、この残枚数によって硬貨の残留の有無を判定する
ようにしてもよい。
【実施例２】
【００５５】
　図４は実施例２の補充処理における残留防止処理を示すフローチャートである。
　なお、上記実施例１と同様の部分は、同一の符号を付してその説明を省略する。
　以下の説明においては、補充回収カセット９を金種混在収納庫とした本実施例の残留防
止処理について、補充処理の場合を例に説明する。
　本実施例の硬貨入出金機１の記憶部１６には、上記実施例１と同様の通常の硬貨処理プ
ログラムに、補充処理や回収処理等のときに、図４を用いて説明する硬貨の残留防止処理
を実行する機能を有するアプリケーションプログラム等が追加された硬貨取扱プログラム
が予め格納されており、制御部１５が実行する硬貨取扱プログラムのステップにより本実
施例の硬貨入出金機１のハードウェアとしての各機能手段が形成される。
【００５６】
　また、記憶部１６には、実施例１と同様の、収納枚数カウントエリア、過剰硬貨枚数カ
ウントエリア、残枚数記録エリアに加えて、各金種別収納庫５に補充された硬貨の補充枚
数を金種別に計数する補充枚数カウントエリアが確保され、実施例１と同様の処理順テー
ブルが予め格納されている。
　なお、本実施例では、補充回収カセット９に予め収納された易残存硬貨である１円硬貨
の補充すべき枚数と、１円の金種別収納庫５ａに実際に補充された補充枚数との一致が、
戻し搬送の終了条件として設定され、記憶部１６には、その判定のために、補充回収カセ
ット９に予め収納された１円硬貨の収納枚数が、戻し搬送終了判定値として保存される。
【００５７】
　以下に、図４に示すフローチャートを用い、ＳＡで示すステップに従って本実施例の残
留防止処理について、硬貨の補充処理を例に説明する。
　金融機関の店舗の係員は、始業時や、硬貨入出金機１に収納されている硬貨の枚数が減
少して金種別収納庫５への硬貨の補充が必要になった場合等に、補充する硬貨を金種を混
在させて収納した補充回収カセット９を硬貨入出金機１に装着し、現金自動預払機の図示
しない係員操作部によって、補充すべき硬貨の金種別の収納枚数（設定枚数という。）を
入力し、その後に補充処理を指示する補充ボタンを押下する。
【００５８】
　これを認識した現金自動預払機の主制御部は、硬貨入出金機１の制御部１５へ、入力さ
れた金種別の設定枚数を添付した硬貨の補充指令を送信する。
　ＳＡ１、硬貨の補充指令を受信した制御部１５は、硬貨取扱プログラムにより、硬貨の
補充処理を開始し、補充指令に添付された金種別の設定枚数を記憶部１６に保存し、記憶
部１６の処理順テーブルから第１金種の硬貨の金種「１円」を読出し、最初に処理対象と
する硬貨を第１金種の硬貨である１円硬貨、つまり易残留硬貨に設定すると共に、１円硬
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貨の設定枚数を、戻し搬送終了判定値として記憶部１６に保存する。
【００５９】
　ＳＡ２、戻し搬送終了判定値を保存した制御部１５は、装着された補充回収カセット９
から硬貨を繰出し、搬送路１１ｇにより分離部３へ搬送し、分離部３により硬貨を１枚毎
に繰出して搬送路１１ｂにより鑑別部４へ搬送して硬貨の金種等を鑑別する。
　ＳＡ３、硬貨の金種等を鑑別した制御部１５は、その鑑別結果が、最初の処理対象であ
る１円硬貨の場合は、ステップＳＡ５へ移行する。
【００６０】
　鑑別結果が、１円硬貨以外の他の金種の硬貨の場合は、ステップＳＡ４へ移行する。
　ＳＡ４、鑑別結果が他の金種の硬貨であることを認識した制御部１５は、その硬貨を元
の金種混在収納庫である補充回収カセット９へ戻す戻し搬送を行う。
　すなわち、制御部１５は、鑑別された他の金種の硬貨を、搬送路１１ｃにより振分ゲー
ト１２ａ、１２ｂ、１２ｃ、１２ｄを通過させた後に、振分ゲート１２ｅによって補充回
収カセット９へ戻して収納し、ステップＳＡ２へ戻って補充回収カセット９からの硬貨の
繰出しを継続する。
【００６１】
　このとき、重送等によりリジェクト硬貨と鑑別された硬貨は、戻し搬送により補充回収
カセット９へ戻して収納する。
　ＳＡ５、鑑別結果が最初の処理対象である１円硬貨と認識した制御部１５は、その１円
硬貨を、搬送路１１ｃ、振分ゲート１２ｃにより１円硬貨の収納先である金種別収納庫５
ａへ搬送して収納する。
【００６２】
　このとき、制御部１５は、記憶部１６の収納枚数カウントエリアの金種別収納庫５ａの
カウント数に「１」を加えて金種別収納庫５ａの収納枚数を計数すると共に、補充枚数カ
ウントエリアの金種「１円」のカウント数に１を加えて、１円の補充枚数を計数する。
　ＳＡ６、１円硬貨を金種別収納庫５ａへ収納した制御部１５は、保存した戻し搬送終了
判定値と、補充枚数カウントエリアの１円の補充枚数とを比較し、戻し搬送終了判定値と
１円の補充枚数とが一致した場合は、戻し搬送の終了を判定してステップＳＡ７へ移行す
る。
【００６３】
　戻し搬送終了判定値と１円の補充枚数とが不一致の場合は、ステップＳＡ２へ戻って補
充回収カセット９からの硬貨の繰出しを継続する。
　ＳＡ７、戻し搬送の終了を判定した制御部１５は、他の金種の硬貨を、鑑別部４での鑑
別結果に基づいて、それぞれの収納先、つまり鑑別された金種に該当する金種別収納庫５
ｂ～５ｆへ、記憶部１６の収納枚数カウントエリアで金種別収納庫５ｂ～５ｆの収納枚数
を計数すると共に補充枚数カウントエリアで金種別に補充枚数を計数しながら、搬送路１
１ｃ、振分ゲート１２ｃにより搬送して収納する。
【００６４】
　そして、制御部１５は、全ての金種別収納庫５に設定枚数の硬貨を補充し、補充回収カ
セット９が空になったことを確認した後に、補充処理を終了させ、その旨の補充終了通知
を、現金自動預払機の主制御部へ送信する。
　補充終了通知を受信した主制御部は、係員操作部の画面にその旨を表示して、補充処理
を終了する。
【００６５】
　このようにして、本実施例の補充処理における残留防止処理が行われる。
　上記のように、本実施例においては、補充処理時に、金種混在収納庫である補充回収カ
セット９に収納されている硬貨を、収納先である各金種別収納庫５に収納する場合に、最
初に補充する硬貨を易残留硬貨である１円硬貨とし、鑑別部４で１円硬貨と鑑別された硬
貨は、その収納先である金種別収納庫５ａに収納し、他の金種の硬貨と鑑別された硬貨は
、補充回収カセット９へ戻し搬送して収納し、１円硬貨を全て金種別収納庫５ａへ収納し
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た後に、他の金種の硬貨をそれぞれの収納先である金種別収納庫５ｂ～５ｆに収納するの
で、１円硬貨の補充時に、補充回収カセット９に１円硬貨が残留することがあったとして
も、他の金種の硬貨の戻し搬送時に、補充回収カセット９に収納される他の金種の硬貨に
より１円硬貨を叩き落して、補充回収カセット９への１円硬貨の残留を防止することがで
きる。
【００６６】
　なお、本実施例では、補充処理の場合を例に説明したが、回収処理の場合は、金種混合
収納庫をオーバフロー庫８とし、戻し搬送終了判定値を、記憶部１６の過剰硬貨枚数カウ
ントエリアに記録されている１円硬貨の収納枚数に設定し、最初に処理対象とする硬貨を
１円硬貨として、上記と同様に、鑑別部４で１円硬貨と鑑別された場合は、その硬貨を搬
送先の補充回収カセット９に搬送して収納し、他の金種の硬貨は、元の金種混合収納庫で
あるオーバフロー庫８へ戻し搬送して収納し、戻し搬送の終了を判定したときに、他の金
種の硬貨を、それぞれの収納先である補充回収カセット９へ搬送して収納する。
【００６７】
　また、上記実施例１のステップＳ２、Ｓ３において、本実施例の残留防止処理を行う場
合は、金種混合収納庫をオーバフロー庫８とし、戻し搬送終了判定値を、記憶部１６の過
剰硬貨枚数カウントエリアに記録されている１円硬貨の収納枚数に設定し、最初に処理対
象とする硬貨を１円硬貨として、上記と同様に、鑑別部４で１円硬貨と鑑別された場合は
、その硬貨を搬送先の金種別収納庫５ａに搬送して収納し、他の金種の硬貨は、金種混合
収納庫であるオーバフロー庫８へ戻し搬送して収納し、戻し搬送の終了を判定したときに
、他の金種の硬貨を、鑑別部４での鑑別結果に基づいて、それぞれの収納先である金種別
収納庫５ｂ～５ｆへ搬送して収納し、その後にステップＳ４へ移行させる。
【００６８】
　以上説明したように、本実施例では、硬貨入出金機において、金種混在収納庫である補
充回収カセットやオーバフロー庫に収納されている硬貨を、収納先に収納する場合に、鑑
別部で易残留硬貨と鑑別された硬貨は、その収納先に収納し、鑑別部で他の金種の硬貨と
鑑別された硬貨は、元の金種混在収納庫へ戻し搬送して収納し、易残留硬貨を全て当該収
納先へ収納した後に、他の金種の硬貨をそれぞれの収納先に収納するようにしたことによ
って、金種混在収納庫の硬貨の繰出時に、金種混在収納庫に易残留硬貨が残留することが
あったとしても、他の金種の硬貨の戻し搬送時に、金種混在収納庫に収納される他の金種
の硬貨により易残留硬貨を叩き落して、金種混在収納庫への易残留硬貨の残留を防止する
ことができるという効果が得られる。
【００６９】
　なお、本実施例においては、戻し搬送終了判定値は、易残留硬貨の収納先に本来収納さ
れるべき補充枚数や、処理の開始時に記憶部の過剰硬貨枚数カウントエリアに記録されて
いる易残留硬貨の収納枚数であるとして説明したが、前記の易残留硬貨の補充枚数や収納
枚数から所定の枚数（例えば、１枚）を減じた値に設定するようにしてもよい。このよう
にすれば、戻し搬送による易残留硬貨の叩き落しが、何らかの要因でできなかった場合に
戻し搬送の無限ループを防止することが可能になる。
【００７０】
　上記各実施例においては、易残留硬貨は、最軽量の硬貨である１円硬貨、難残留硬貨は
最重量の硬貨である５００円硬貨として説明したが、最も小型の硬貨を易残留硬貨とし、
最も大型の硬貨を難残留硬貨としてもよい。要は、収納庫の内部形状やそれを構成する材
料等との相性によって、張付きや引っ掛かり等により残留し易い硬貨を易残留硬貨とし、
同じ要因で残留し難い硬貨を難残留硬貨として設定すればよい。
【００７１】
　また、上記各実施例においては、本発明の硬貨入出金機を装着する自動取引装置は現金
自動預払機であるとして説明したが、自動取引装置は前記に限らず、自動販売機や発券機
、両替機等であってもよい。要は顧客との間で硬貨を用いた取引を自動で行うものであれ
ば、本発明と同様の効果を得ることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】実施例１の硬貨入出金機の概略構成の側面を示す説明図
【図２】実施例１の硬貨入出金機を示すブロック図
【図３】実施例１の計数処理における残留防止処理を示すフローチャート
【図４】実施例２の補充処理における残留防止処理を示すフローチャート
【符号の説明】
【００７３】
　１　　硬貨入出金機
　２　　入出金口
　３　　分離部
　４　　鑑別部
　５、５ａ～５ｆ　金種別収納庫
　６　　一時保留部
　８　　オーバフロー庫
　９　　補充回収カセット
　１１、１１ａ～１１ｇ　搬送路
　１２、１２ａ～１４ｆ　振分ゲート
　１５　制御部
　１６　記憶部

【図１】

【図２】

【図３】
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